
【+α】こどもの健康状態(保護者目線⇔こども目線)

保 護 者 こ ど も

「こどもの健康状態」の設問について、保護者と子の回答を比較したところ、

• こども目線の方が「よい」が少なく「あまりよくない／よくない」が多い。

⇔保護者目線の方が、こどもの健康状態をポジティブに捉えている可能性がある。

• こども目線の方が「よい」の生活困難度による差が小さい。

⇔保護者目線の方が、家庭(家計)とこどもの健康状態をリンクさせて捉えている可能性がある。
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(こどもが)自分の体で気になること

• 中学生では一般層に比べ困窮層において、

一部の項目(頭痛、痒み)で体の不調を感じている割合が高い。 ※小学生は有意差なし

＜小学生＞（有意差なし） ＜中学生＞

102



(こどもの)気持ち

• 一般層に比べ困窮層、小学生に比べ中学生において、ネガティブな気持ちの割合が高く、

特に「いじめへの抵抗」や「孤独感」等において顕著。

※「そんなことはない」の割合
⇒高いほどネガティブ

※「いつもそうだ」の割合
⇒高いほどネガティブ
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(こどもの)自己肯定感

• 一般層に比べ困窮層では、こどもの自己肯定感が低い。

• 特に中学生において、全般的にネガティブな割合が高く、生活困難度による差も大きい。

※「思わない/あまり思わない」
の割合（一部を除く）
⇒高いほどネガティブ

＜小学生＞ ＜中学生＞
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【+α】経年比較（こどもの自己肯定感）

• 「こどもの自己肯定感」について前回調査と比較したところ、

多くの項目で、困窮層と一般層の差が縮小していた。

• 特に小学生では、有意差のある項目が大幅に減少している。(前回９項目→今回３項目)

今回調査(R6) 前回調査(R1)
＜小学生＞
※「思わない」の割合
⇒高いほどネガティブ

105



(こどもが)使ってみたい支援(≒居場所)

• 居場所の利用意向をみると、小学生において

○ 家で勉強できない時、静かに勉強できる場所

○ 大学生のお兄さんやお姉さんが勉強を無料でみてくれる場所

を「使ってみたい」割合が困窮層ほど高い。

⇒困窮家庭の小学生において、学習関係(環境、支援)のニーズが高い可能性

＜小学生＞ ＜中学生＞
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(こども)

新型コロナウイルス感染症の影響

新型コロナウイルス感染症流行による生活の変化について、

• 一般層に比べ困窮層では、流行初期に「授業がわからないと感じることが増えた」

とする割合が高かったが、現在は「改善(減った)」とする割合も高くなっている。

⇒保護者(世帯)に比べると影響の継続している傾向はやや薄い。

流行初期(2020年頃)の状況 現在(2024年)の状況
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(保護者)

新型コロナウイルス感染症の影響

新型コロナウイルス感染症流行による生活の変化について、

• 一般層に比べ困窮層では、流行初期(2020年頃)に家計や心理面での悪化が著しかった。

さらに、これらが「現在は改善」とする割合はいずれも少ない。

⇒特に困窮層において影響が依然続いている可能性がある。

家
計

心
理
面

流行初期(2020年頃)の状況 現在(2024年)の状況

【参 考】
保護者の状況
（再 掲）
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